
河
合
克
行
前
法
務
大
臣
と
そ
の
連

れ
合
い
の
河
合
杏
里
参
議
院
議
員
は
、

６
月
18
日
に
買
収
の
疑
い
で
逮
捕
さ

れ
ま
し
た
。
河
合
克
行
衆
議
院
議
員

を
法
務
大
臣
に
任
命
し
た
の
は
安
倍

総
理
大
臣
。
参
議
院
広
島
選
挙
区
で

自
民
党
公
認
候
補
者
の
10
倍
の
１
億

５
０
０
０
万
円
の
選
挙
資
金
を
提
供

し
た
の
も
安
倍
自
民
党
総
裁
で
し
た
。

両
名
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
安
倍
首
相
は
「
大
変
遺
憾
で
あ

り
、
責
任
は
痛
感
」
、
「
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
く
」
と
述
べ
る
の
み

で
す
。
こ
の
言
葉
、
誰
の
心
に
も
響

か
な
い
空
虚
な
も
の
で
す
。

安
倍
総
理
が
就
任
し
て
６
年
半
が
た

ち
ま
し
た
。
こ
の
間
に
10
名
の
閣
僚

が
辞
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
森
友
・

加
計
・
桜
」
の
疑
惑
、
検
察
庁
人
事

介
入
な
ど
、
安
倍
首
相
は
居
直
り
と

謝
罪
を
し
ま
す
が
、
全
く
責
任
を
と

り
ま
せ
ん
。
小
選
挙
区
制
度
で
の
自

民
党
候
補
者
公
認
権
と
各
省
幹
部
官

僚
の
人
事
権
を
持
つ
安
倍
首
相
は
ま

さ
に
「
唯
我
独
尊
」
状
態
で
す
。

安
倍
首
相
を
退
陣
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

市
民
と
労
働
者
、
野
党
の
共
闘
で
安

倍
政
治
に
終
止
符
を
う
ち
ま
し
ょ
う
。

『 週 刊 新 社 会 』 号 外

新社会党
東京都千代田区神田神保町2-10 三辰工業ビル３階 TEL 03-6380-9960 FAX 03-6380-9963

こんにちは
で
す

(1988年１月18日第三種郵便物認可)

2020年７月号

2020年７月

委員長 岡﨑ひろみ

「責任を痛感・遺憾」の繰り返し 口先男―安倍首相

２
０
１
４
年
12
月
に
発
足
し
た
第
二
次
安
倍
内
閣
か
ら
現
在
の
第
４
次
安
倍

内
閣
ま
で
、
安
倍
首
相
が
指
名
し
た
閣
僚
の
辞
任
は
10
名
で
す
。
10
番
目
の

閣
僚
の
辞
任
は
、
河
合
克
行
前
法
務
大
臣
で
す
。
こ
の
辞
任
を
安
倍
首
相
は

「
責
任
を
痛
感
」
と
述
べ
る
だ
け
で
「
ど
こ
吹
く
風
」
の
ご
と
く
、
何
ら
責

任
を
と
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
無
責
任
な
総
理
大
臣
は
即
刻
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

年月日 氏名・役職 辞任理由

2014年10月
小渕優子

経済産業大臣
観劇会等の収支未記載
政治資金収支報告書違反

2014年10月
松島みどり

法務大臣

選挙区有権者に名前入りの

ウチワ配布し選挙法違反

2015年２月
西川公也

農林水産大臣

農水省の補助金団体の政治献

金を受け政治資金規正法違反

2017年１月
甘利明

経済再生大臣

都市再生機構の補償問題で建

設会社から金銭授受疑惑

2017年４月
今村雅弘

復興担当大臣

東日本大震災が「東北で良かっ

た」と失言

2017年７月
稲田朋美

防衛大臣

陸上自衛隊による日報問題の

監督責任を取り辞任

2018年２月
江崎鉄磨

沖縄・北方大臣

健康問題で自ら辞任

2019年４月
桜田義孝

五輪担当大臣

自民党議員パーテイで「復興

より議員が大事」と失言

2019年10月
菅原一秀

経済産業大臣

秘書が香典を持参。メロン配

布等公職選挙法違反

2019年10月
河合克之

法務大臣

広島選挙区で買収など公職選

挙法違反疑惑で辞任・逮捕

安倍内閣で辞任した10人の大臣

安
倍
首
相
が
主
導

選
挙
資
金
も
大
臣
ポ
ス
ト
も6月発行の政策ポスター・26号

今
ま
で
10
名
の
閣
僚
が
辞
任

居
直
り
、
君
臨
す
る
首
相



Ｑ
１

戦
争
を
起
こ
す
動
機
は
？

地
域
的
な
武
力
紛
争
は
、
領

土
、
資
源
、
宗
教
な
ど
の
問
題

で
起
き
て
い
ま
す
が
、
国
家
対

国
家
の
戦
争
は
こ
の
間
は
起
き

て
い
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
戦
争

を
起
こ
す
動
機
は
、
そ
の
国
の

「
意
志
、
能
力
、
国
益
」
に
あ
り
、

戦
争
に
勝
て
る
と
判
断
し
た
場

合
で
す
。
ま
た
、
戦
争
を
仕
掛

け
た
国
は
、
第
一
撃
で
敵
国
に

致
命
的
な
損
害
を
与
え
、
報
復

不
可
能
な
状
態
を
狙
い
ま
す
。

日
本
は
基
地
と
原
発
が
攻
撃

さ
れ
、
致
命
的
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
２

現
代
の
戦
争
の
実
態
は
？

か
つ
て
の
戦
争
は
、
大
規
模

な
地
上
軍
の
侵
攻
を
背
景
に
、

空
、
海
の
総
合
的
な
兵
力
を
動

員
し
ま
し
た
。
そ
の
例
は
ベ
ト

ナ
ム
侵
略
戦
争
（
１
９
５
５
年

～
１
９
７
５
年
）
で
し
た
。
そ

の
後
の
イ
ラ
ク
戦
争
（
２
０
０

３
年
）
で
は
、
ト
マ
ホ
ー
ク
巡

航
ミ
サ
イ
ル
や
ス
テ
ル
ス
爆
撃

機
か
ら
の
精
密
誘
導
兵
器
な
ど

を
駆
使
し
た
先
制
攻
撃
が
な
さ

れ
、
戦
争
の
形
態
は
変
化
し
、

今
で
は
「
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・

ミ
サ
イ
ル
・
ー
敵
の
攻
撃
が
届

か
な
い
と
こ
ろ
か
ら
行
う
」
攻

撃
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
電
磁

波
攻
撃
（
サ
イ
バ
ー
・
仮
想
空

間
）
な
ど
、
宇
宙
が
新
た
な
軍

事
作
戦
の
核
心
と
な
り
、
目
に

見
え
な
い
戦
争
が
常
態
化
し
て

い
ま
す
。
日
本
も
２
０
２
３
年

度
ま
で
に
防
衛
大
臣
直
轄
部
隊

の
「
サ
イ
バ
ー

防
衛
部
隊
」
の

新
編
成
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
３

日
本
の
仮
想
敵
国
は
？

日
本
の
仮
想
敵
国
は
中
国
と

朝
鮮
で
す
。
日
本
は
中
国
を
敵

国
と
し
て
、
沖
縄
県
の
各
島
へ

島
嶼
防
衛
部
隊
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
中
国
が
日
本

に
戦
争
を
仕
掛
け
る
で
し
ょ
う

か
。
そ
も
そ
も
戦
争
の
動
機
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
日
本

と
中
国
の
貿
易
量
は
米
国
を
抜

き
第
一
位
（
図
１
参
照
）
で
あ

り
、
こ
れ
を
無
視
し
た
戦
争
は

両
国
と
も
国
益
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
朝
鮮
半
島
は
朝
鮮
戦

争
（
１
９
５
０
年
６
月
～
１
９

５
３
年
７
月
）
の
休
戦
状
態
に

あ
り
、
こ
の
協
定
を
「
戦
争
状

態
」
か
ら
平
和
協
定
に
向
け
る

べ
き
で
す
。
こ
の
問
題
は
、
米

国
が
朝
鮮
の
安
全
を
保
障
し
、

朝
鮮
が
核
開
発
を

中
止
し
、
平
和
協

定
を
結
べ
ば
解
決

で
き
ま
す
。
そ
の

外
交
努
力
を
日
本

が
す
べ
き
で
、「
圧

力
と
制
裁
」
で
は

問
題
は
解
決
で
き

ま
せ
ん
。
ま
し
て

や
、
朝
鮮
が
日
本

に
全
面
戦
争
を
し
か
け
る
能
力

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
４

幼
稚
な
論
理
を
見
ぬ
く

政
府
が
検
討
す
る
「
敵
基
地

攻
撃
能
力
の
獲
得
」
は
、
米
国

と
の
軍
事
一
体
化
と
高
額
武
器

の
セ
ー
ル
ス
に
屈
し
、
周
辺
諸

国
と
の
軋
轢
を
助
長
す
る
も
の

で
す
。
ま
し
て
や
「
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
が
さ
れ
る
」
な
ど
判
断
し
、

事
前
に
敵
基
地
を
先
制
攻
撃
す

れ
ば
全
面
戦
争
に
な
り
ま
す
。

安
倍
政
権
の
宣
伝
は
「
戦
争

が
で
き
る
日
本
」
に
す
る
た
め

の
も
の
で
、
扇
動
に
乗
ら
ず
、

冷
静
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
本
は
平
和
憲
法
を
生
か
し
、

外
交
努
力
で
国
際
問
題
を
解
決

す
べ
き
立
場
に
立
ち
戻
る
こ
と

こ
そ
「
国
益
」
で
す
。

『 週 刊 新 社 会 』 号 外(1988年１月18日第三種郵便物認可)
2020年７月

新社会党機関紙「新社会」を読みませんか

月４回発行・タブロイド判・月額６００円・送料１６８円

お問い合わせ先

安倍政権 専守防衛を捨て、敵基地攻撃戦略へ！

政
府
は
６
月
24
日
、
陸
上
配
備
型
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
「
イ
ー

ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
の
配
備
停
止
に
よ
る
日
本
の
軍
事
戦
略

の
見
直
し
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
「
敵
基
地
攻
撃

能
力
」
の
保
有
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
従
来
の
「
専
守
防
衛
」
の
国
是
と
憲
法
９
条
の
全

面
否
定
で
す
。
そ
こ
で
政
府
・
自
民
党
が
言
う
、
「
防
衛
問

題
」
の
い
く
つ
か
の
問
題
点
、
疑
問
点
を
検
討
し
、
こ
れ
が

い
か
に
危
険
で
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
か
見
て
み
ま
す
。

防衛問題・Ｑ＆Ａ

図ー１ なるほどの素・HPより
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